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図 1　3D-CT：乳がん（桃色）と腋
窩リンパ節（緑色）の位置関係や大き
さが把握できます
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図 2　MRI 画像：左乳がんと
乳頭の位置関係や浸潤の程度
が把握できます

図 3　術中写真：腫瘍に一番近いリ
ンパ節（矢印）を手術中に摘出し、
がんからの転移の有無を調べます
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